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第２２２回研究科委員会・第３２７回教員会議 議事要録 

日 時：令和３年９月１７日（水） １３：３０～ 

場 所：後援募金記念棟 会議室１－３ 

 

議 題 

◆研究科委員会◆ 

［審議事項］ 

１．教務委員会 

（１）内部質保証実施要項の改正について         

資料１に基づき、「４．評価項目・評価基準」を別表とともに追記するとの提案があり、 

承認された。 

（２）博士論文学位審査について（投票）           

回収資料に基づき、博士後期課程に所属する大学院生１名と単位取得後退学した大学院生１名の 

計２名に対する学位審査を行なった。前者については、主査である教授より研究の概要が紹介 

され、主要論文の中の「章」の意味ついての質疑応答があった後投票が行なわれ、投票総数４５ 

票・賛成４５票で博士号を授与することが決定された。後者については、主査である教授より 

研究の概要が紹介され、在学年数についての質疑応答があった後投票が行なわれ、投票総数４５ 

票・賛成４４票、反対0票、白票１票で博士号を授与することが決定された。 

（３）研究計画書及び研究指導計画書に関する申し合わせの制定について 

資料２に基づき、大学機関別認証評価において指摘を受けていた、研究計画書及び研究指導計画書 

に関する申し合わせ（案）と研究計画書及び研究指導計画書（案）が提案され、承認された。 

なお、博士後期課程についても同様であることと１０月入学者から適用するとの説明があった。 

（４）令和３年度９月修了判定について 

回収資料に基づき、資料に記載された博士前期課程５名のうち２名に対して９月修了（修士号授 

与）が認められた。残りのうち１名は長期履修者であること、博士後期課程については修了を延期 

する者が４名いることが確認された。 

２．入学試験委員会 

（１）共生システム理工学研究科（博士前期課程・博士後期課程）アドミッション・ポリシーの改正に 

ついて資料３に基づき、共生システム理工学専攻（博士前期課程）及び環境放射能学専攻（博士前期 

課程）のアドミッション・ポリシーに、「入学者選抜の基本方針」を追記することが提案され、承認 

された。 

（２）共生システム理工学研究科（博士前期課程）における令和４年度１０月期入学の実施について 

資料４に基づき、秋入学を実施していなかった環境放射能学専攻についても、海外からの留学生や 

奨学金の条件になっていることなどを考慮して、来年度から実施したいとの提案があり、承認され 

た。 

 

［報告事項] 

１．学生生活委員会 

（１）令和３年度入学料免除（災害枠及び学類一般枠）選考結果について 

回収資料に基づき、申請のあった２名がともに不許可となったこと、この２名については既に入学 

料を納入済みであることが報告された。 

 

◆共生システム理工学専攻会議◆ 

［報告事項] 

1． 教務委員会 
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（１）博士前期課程秋入学新入生ガイダンス日程について 

資料５に基づき、説明された。 

 

◆教員会議◆ 

［審議事項］ 

１． 教務委員会 

（１）内部質保証実施要項の改正について（学類長） 

資料６に基づき、「４．評価項目・評価基準」を別表とともに追記するとの提案があり、承認され 

た。 

（２）令和３年度非常勤講師計画について 

資料７に基づき、番号５１「（新）（旧）自然環境調査法」の日程等が決定した、との説明があり、 

了承された。担当の塘教授から時間数は４０ではなく３６であるとの指摘がった。 

（３）非正規生（科目等履修生）の受け入れについて 

資料８に基づき、２名の科目等履修生の受け入れが提案され、承認された。 

（４）令和３年度９月卒業判定について 

回収資料に基づき、５名（人間支援システム専攻１名、産業システム工学専攻３名、環境マネージメ 

ントシステム専攻１名）の卒業が認められた、 

２．入学試験委員会 

（１）令和４年度共生システム理工学類一般選抜追試験の試験科目および配点について  

資料９に基づき、説明された。判定基準について質問があり、追試験については定員の枠外であると 

の説明があった。本試験と追試験とで評価の観点が異なる点や、オンライン面接の評価項目に「積極 

性」等が入っているのは問題では、といった意見が出され、継続審議とすることになった。 

３．学生生活委員会 

（１）無期停学処分学生の停学解除について 

無期停学処分となっている２名の学生のうち、1名については深い反省や生活態度に改善がみられる 

ため、９月３０日付で停学処分を解除したいとの提案がされ、承認された。 

［報告事項］ 

１．教務委員会 

（１）基盤教育科目・問題探究科目（新規）について 

  資料１０に基づき、２０２２年度の新規開設科目「地域と世界の未来をつくる科学入門」の担当者 

（各分野から 1名ずつ）が報告された。 

２．入学試験委員会 

（１）令和４年度入学試験の日程について  

資料１１に基づき、入学試験の日程（追試験を含む）が報告された。 

３．学生生活委員会 

（１）令和３年度入学料免除（災害枠及び学類一般枠）選考結果について 

回収資料に基づき、国の修学支援制度（JASSO 給付奨学金）へ申請のあった２７名のうち、１０名が 

全額免除、９名が２/３免除、４名が１/３免除（内 1名は災害枠と合わせて全額免除）、４名が不許 

可となったこと、本学独自の災害枠へ申請のあった者のうち２名が全額免除、２名が不許可となった 

ことが報告された。 

４．国際交流委員会（会議冒頭で報告） 

（１）２０２１年度派遣・受入学生の状況及びコロナ禍の国際交流活動について  

資料１２に基づき、派遣と受入の状況が報告された。 

５．奨学寄附金の受入について 

  奨学寄附金３件と学術指導１件が報告された。 
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◆教育研究評議会◆ 

○第３６４回（８月３１日開催）報告 

【審議事項】 

（１）大学院学則の改正について【資料５】（意見聴取） 

 資料５に基づき、大学改革支援・学位授与機構における大学機関別認証評価の事前相談の指摘事項を 

踏まえ、①成績評価基準等の明示等に係る条項の新設、②単位の認定に係る条項の適正化、③字句修 

正等に係る大学院学則の改正を行うことについて提案があった。意見聴取し、第３６７回教育研究評 

議会（９月２８日開催予定）にて各学類から戻り報告をすることとなったので、意見等あれば９月 

２６日９時までに学類長へ提出することとした。 

（２）大学院の改革について【資料６】 

 資料６に基づき、①教員の配属に係る対応と配属案の提案、②教育プログラムの基本設計案の提案、③ 

各研究科設置準備室への依頼事項の説明、④文部科学省への第４回事務相談に向けた資料案の確認が 

あった。 

【報告事項】 

（１）モスクワ国立大学化学部と環境放射能研究所との連携に関する協定の締結について【資料１】 

 資料１に基づき、モスクワ国立大学化学部と環境放射能研究所との連携に関する協定の締結について 

報告があった。 

（２） 福島イノベーション・コースト構想推進機構「復興知」事業 教育推進機構「ふくしま未来学」特 

任教員の採用について【資料２】 

 資料２に基づき、福島イノベーション・コースト構想推進機構「復興知」事業に採択された教育推進機 

構「ふくしま未来学」について、特任教員１名を採用するとし、教員選考結果の報告があった。 

（３）令和３年度監事監査計画について【資料３】 

 令和３年度監事監査の基本方針、監査の実施期間、監査の方法、監査の対象部局、監査の重点事項及び 

監査計画予定表等について説明があった。 

（４）令和３年度新入生アンケート調査結果について【資料４】 

 令和３年度新入生アンケート調査結果について報告があり、高等教育企画室の特任准教授から、調査 

結果の詳細について説明があった。 

 

○第３６５回（９月 ７日開催）報告 

【審議事項】 

（１）大学院の改革について【資料２】 

 資料２に基づき、①各研究科・専攻のミッションと育成するイノベーション人材像に係るブラッシュ 

アップ案、②教育プログラムの基本設計（案）への意見聴取状況等、③大学院定員未充足対策ＷＧにお 

ける各研究科・専攻の定員（素案）の検証結果、④文部科学省への事務相談資料案、についての説明が 

あった。 

【報告事項】 

（１）令和４年度概算要求額の伝達等について【資料１】 

 令和４年度概算要求に係る調書のうち教育研究組織改革分の概要、及び文部科学省から８月３０日付 

で伝達のあった令和４年度運営費交付金の概算要求額について報告があった。基盤的設備等整備分に 

ついては、本学は食農学類関係の設備３件、理工学類関係設備１件の計４件を要求し、食農学類の 

「食品の健康機能性・安全性解析システム」が計上されたこと、教育研究組織改革分については、理 

工からは、カーボンニュートラルの実現を目指し教育研究を推進する「自然資源活用研究センター 

（仮称）を要求していることが報告された。 


